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　˞બ୒できる教ҭプロάラムについては、ೖ学後、୲当教員に֬ೝしてください。

デδλルώϡーマϯ͕૊ΈࠐまΕたスマーτࣾձを実現しますʂ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ӡ動ܭଌ૷ஔのオϖϨーションから、解ੳプロάラムの࡞成まで幅広い知識が必要となりますが、いずれも研究活動を通じて習得Մ
能です。重要なのは研究に対するϞチϕーションです。知的ح޷心がある方であれ͹、どなたでもܴ׻します。

研究室の指導方針
　新たなデータをܭଌするための実験デβイン、ܭଌしたデータを力学的・౷ܭ的に解ऍするための理論構ங、そして力学的・౷ܭ的
Ϟデϧを活用するためのΞプリέーション実૷を̏つのபとして、身体機能Ϟデϧ（デジタϧώϡーマンϞデϧ）の構ஙとその社会実૷
を目ࢦします。̏つのபを全て経験するのが理૝ですが、当ਓのڵ味や࣭ࢿに応じて一෦だけを重点的に研究することもՄ能です。෦
Ґについては全身、ख、そして଍、対৅についてはܗঢ়、ӡ動、֮ײ、そして੍ޚなど、様々な研究が૝ఆされます。いずれをબ୒し
ても「研究成Ռが活用されること」を೦಄に、社会実૷を見ਾ͑た研究ࢦಋを行っています。

この研究で身につく能力
　身体機能の基礎（生理と解๤、ӡ動と力学、心理とೝ知など）、身体機能のܭଌ方法（ੇ法とܗঢ়、ے活動と関અӡ動、知֮とೝ知など）。
そしてデジタϧώϡーマンϞデϧ構ஙのための数理学（ܗঢ়のϞデϧ化に必要なزԿ学と画૾ॲ理、ӡ動のϞデϧ化に必要なӡ動学と
動力学、ೝ知・行動のϞデϧ化に必要な౷ܭ学など）が実験デβインと理論構ஙに必要な基礎知識です。また、デジタϧώϡーマンϞ
デϧを活用するためのセンサデόイスやιフトウェΞ開発能力がΞプリέーション実૷に必要な応用知識です。研究活動を通じてこのよ
うな幅広い基礎・応用知識が習得できます。また、自身で実験デβイン、理論構ங、そしてΞプリέーション実૷のϧープをճすことで、
さまざまな問題に対ॲするための構૝力と実行力が身につきます。

修了生の活躍の場
　自動車メーカー、電機メーカー、そしてスポーπ用۩メーカーなど、デジタϧώϡーマン学研究室のमྃ生は様々な業種で活躍してい
ます。必ずしもデジタϧώϡーマンϞデϧに関する࢓事にै事しているΘけではありませんが、本研究室で身につけた構૝力と実行力
がҨ״ແく発شされています。

研究内容
　σδλϧώϡʔϚϯֶࣨڀݚ͸ɺ東ژ（͓୆場）ʹ͋Δٕۀ࢈ज़૯合ڀݚ所ɾྟւ෭౎৺ηϯλʔ
ʹϥϘΛ͑ߏΔਓ޻知ೳڀݚηϯλʔɾσδλϧώϡʔϚϯڀݚνʔϜ಺ʹ͋Γ· ɻ͢౰άϧʔϓͰ
͸2001೥ͷઃཱҎདྷɺσδλϧώϡʔϚϯϞσϧͷߏஙͱͦͷࣾձ実૷Λ໨͠ࢦ ɺͯࠃ಺֎ͷڀݚ
ऀ΍ۙྡ大ֶ͔Βͷٕज़ݚमੜΛؚΉ૯੎30໊ఔ౓ͰڀݚΛਐΊ͍ͯ· ɻ͢未དྷͷ৘ใԽࣾձͰ
͸ɺγεςϜ͕ੜऀ׆ͷ਎ମঢ়ଶΛཧղ͠ɺݸਓʹରͯ͠ εϚʔτͳࢧԉΛ行͏͜ͱ͕求ΊΒΕ· ɻ͢
ͦ͠ ɺͯ͜ΕΛ実͢ݱΔʹ͸ɺ਎ମػೳΛهड़͢ΔͨΊͷσδλϧώϡʔϚϯϞσϧΛࣾձʹ૊Έࠐ
Ήඞཁ͕͋Δ͔ΒͰ ɻ͢
　༷ʑͳ਎ମ෦Ґͱ਎ମػೳΛର৅ͱ͕ͨ͠ڀݚ行ΘΕ͍ͯ·͕͢ɺۙ೥ྗΛೖΕ͍ͯΔ୅දతͳ
ͱͯ͠ྫࣄ ҎԼͷ̎ͭͷ͕͋ڀݚΓ· ɻ͢

 ɾ*.6ηϯαͱ਎ମੇ๏ɾ଍෦઀஍߆ଋΛ༻͍ͨࣗવͳӡಈܭଌ（ਤ1）
全਎ʹష෇ͨ͠ଟ਺ͷϚʔΧʔͷҐஔΛɺ実ࣨݧ಺ʹઃஔ͞Εͨઐ༻ͷΧϝϥͰܭଌ͢Δɺ͜Ε
͕ैདྷͷӡಈܭଌͰͨ͠ɻ͔͠͠ɺ͜ͷํ๏Ͱ͸ੜऀ׆ͷࣗવͳৼΔ෣͍ΛܭଌͰ͖·ͤΜɻͦ
͜Ͱɺ࢟੎Λܭଌ͢ΔͨΊͷ*.6ηϯαͱɺ਎ମੇ๏΍଍෦઀஍ͷΑ͏ͳ༷ʑͳ߆ଋ৚݅Λซ༻
͢Δ͜ͱͰɺগ਺ͷηϯαͰ全਎ͷӡಈΛܭଌ͢ΔͨΊͷٕज़Λͯ͠ڀݚ ͍· ɻ͢

 ɾӡಈදݱϞσϧͷߏஙͱӡಈͷม༰ͷγϛϡϨʔγϣϯ（ਤ2）
ैདྷͷӡಈղੳͰ͸ɺطʹ実͞ݱΕͨύϑΥʔϚϯεΛܭଌ͠ɺӡಈྗֶղੳ͢Δ͜ͱͰɺ༏Ε
ͨύϑΥʔϚϯεͷղੳ΍έΨͷϝΧχζϜͷղੳΛ実͖ͯ͠ݱ·ͨ͠ɻ͔͠͠ɺྫ͑͹ΞεϦʔ
τͷੈքه࿥Λ௒͑ΔύϑΥʔϚϯεͷγϛϡϨʔγϣϯ΍ͦͷӡಈղੳͷΑ͏ʹɺ未ͩ実͞ݱ
Ε͍ͯͳ͍ύϑΥʔϚϯεͷղੳ͸Ͱ͖·ͤΜɻͦ͜Ͱɺ全਎ৄࡉσδλϧώϡʔϚϯϞσϧͱώ
τͷӡಈϝΧχζϜΛύϥϝτϦοΫʹද͢ݱΔӡಈදݱϞσϧΛ༻͍ͨଟ૚ӡಈྗֶγϛϡϨʔ
γϣϯʹΑΓɺྗֶత੔合ੑΛຬͨͨ͠ܗͰ未ͩ実͞ݱΕ͍ͯͳ͍ύϑΥʔϚϯεΛੜ੒͢Δٕज़
Λͯ͠ڀݚ ͍· ɻ͢

ɹɹ研究設備
ঢ়スΩϟφ（଍用スΩϟφ、全身用スΩϟφ）ܗݩ࣍�・ 
 ・ ϞーションΩϟプチϟ（VICONシステム、OptiTraDkシステム、9sens

システム）
 ・ϫイϠϨスද໘ے電ܭ（DELS:S T3I(NOシステム）
 ・চ൓力ܭ（A.TIシステム）、力センサ（Leptrinoシステム）
 ・トϨッυミϧ
 ・�Dプリンタ
 ・テϨϏ会議システム

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
・科学技術ৼڵ機構（ະ来社会創造事業、AI1Ճ଎13IS.研究）
・ΤωϧΪー・産業技術૯合開発機構（ੈ࣍୅ਓ工知能技術の社会実૷

を目ࢦした先ಋ研究）
・科学研究費ิॿ金(基盤研究B、基盤研究C）
・共同研究（��社Ҏ上のメーカー）

デδλルώϡーマϯֶ研究室
（研究開発๏ਓ産業技術૯߹研究所ཱࠃ）
https://www.airD.aist.Ho.jp/dhrt/     https://Vnit.aist.Ho.jp/harD/

（写真左から）
客員教授：多ా　ॆಙ
客員教授：ಊલ　߁޾
客員准教授：ଜҪ　ত඙
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